
 

 

社会福祉法人 北海道社会事業協会小樽病院 事務部長  

永井克昭 
 

この度、水野前事務部長の後任として、8 月より事務

部長を拝命いたしました永井克昭でございます。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

北海道社会事業協会小樽病院は大正 14 年に開設以来

90 年となる歴史のある病院であり、地域に根ざし皆様

に信頼される病院として役割を果たすべく努力して参り

ました。 

社会情勢の変化に伴い医療状況も変化し、国では病院

での医療から、住み慣れた自宅や地域での療養や介護へ

シフトする「地域包括ケア」を推進しています。当院も

今年 6 月に「地域包括ケア病棟」を開設いたしました。

この病棟は高度な急性期治療を経て、家庭や地域でよりよく生活ができるよう必要な

方に手厚いリハビリテーションを行う病棟であります。小樽・後志地域は高齢化が進

んでおります。患者さんとその家族に優しい病棟という思いでスタッフ一同取り組ん

で参ります。今後地域の皆様にもっともっと利用していただけるようスタッフの充実

を図っていく所存です。 

 

これからも地域に根ざした医療を行い、信頼され、選ばれ続ける病院作りを目指し、

精一杯努力をして参りますので、何卒ご指導ご支援のほど、よろしくお願い申し上げ

ます。 
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地域医療福祉連携室 

室長補佐 福島 洋子 
 

拝啓 

 北海道各地で立て続く台風により甚大な被害に見舞わ

れて、ようやく被災された方のお元気なニュースに、少々

安堵しながらも、心から早期の復興を願っております。 

 この度、9 月 1 日から嘱託で地域医療福祉連携室の室

長補佐として、就任いたしました。 

少しだけ、自己紹介をさせて頂きます。 

 北海道大学医学部附属看護学校、助産婦学校を卒業後、

助産婦として地域に就職、その後、北海道大学病院に就

職し 37 年余りを看護師・助産師として勤務し、平成 26

年 3 月で定年退職いたしました。 

就業後半は、北海道大学病院の初代専任リスクマネジャーとして 7 年間勤務、その

後、副看護部長として、入退院センター設置、共通病床の運用とシステム改革、病院

機能評価更新等、病院としての事業に携わりました。 

  

今回、平成26年度から構想されておりましたPFM（Patient Flow Management:

入退院のマネジメント）のシステム・体制の構築の任を受け、雇用となりました。小

樽協会病院の方針であります「患者サービスの向上」と、「職員の業務軽減」「現機能

での最大限の収益拡大」を目標にし、決して新しい取り組みではなく、現在の小樽協

会病院の機能を生かし業務の効率を図ることで、システム・体制は整うと感じており

ます。 

最後に、甚だ微力ではございますが、皆様のご協力・ご支援をお願いし、来年度か

らの稼動を目指して参りたいと思います。 

 

つきましては、 

何卒、ご指導ご厚情を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 謹白 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年(2016 年)６月に、地域包括ケア病棟を開設致しました。地域包括ケア

病棟とは「急性期治療が終了して病状が安定した患者様に対し、在宅や介護施設への

復帰を目標にして、医療や支援を行う病棟」です。具体的には、下記のような疾患・

状態の患者様を受け入れて、必要に応じてリハビリを施行致します。 

 

  １．脳卒中で脳神経外科での急性期の治療を受けた患者様 

  ２．骨折で整形外科での治療（手術をなど）を受けた患者様 

  ３．肺炎，心不全などの治療が終了した後のいわゆる廃用症候群の患者様 

 

入院期間は、状態に応じて調整致しますが、60 日が限度と定められています。医

師、看護師、理学療法士・作業療法士、医療ソーシャルワーカーなど多職種が連携を

して、入院中のケアのみでなく、退院支援・退院後のケアなどを総合的にサポート致

します。 

入院の相談は、当院の地域医療福祉連携室で承ります。お気軽にお問い合わせ下さい。 

 

 

 

    

  

 

 

 

 

入院ご相談窓口：地域医療福祉連携室 患者支援センターへお気軽にご連絡ください。 

直通 TEL0134-21-5717  ＦＡＸ0134-21-5718 

医長 山崎 亮(やまざき りょう) 

昭和 56 年(1981 年)3 月、東京医科大学卒業。 

北大第 2 外科、循環器外科および関連病院の外科および

心臓血管外科に勤務。その後、老年医学、また最近はリ

ハビリテーション医学の臨床に携わる。 

 

入院相談 

 

受け入れ検討 

地域包括ケア病棟入院フローチャート 

結果連絡 

入院日調整 入院当日 

2 営業日以内で 

返答を目指します。 

 

   



 
小樽協会病院広報誌“つゆくさ”NO.51 

発 行：小樽協会病院編集委員会 

発行日：平成 28 年 10 月 

発行人：柿木 滋夫 

編集委員長：渡辺 直輝 

編集後記 

今年の北海道は台風による大きな被害を受けまし

た。ニュース映像で玉ねぎやじゃがいもが水辺に打ち

上げられている様子に心痛みました。少し高くても北

海道産の野菜を食べたいと思います。(渡辺) 


